
金
滞
古
政
志
巻
十

市
中
に
水
車
を
以
て
燈品
川
を
製
迭
す
る
は
・
此
の
泊
皐
と
、
陣
川
下

の
元
平
と
、
浅
野
川
の
水
車
と
の
三
タ
所
た
り
し
か
ど
・
文
政
二
年

よ
り
石
川
郡
松
任
等
の
都
地

K
製
迭
す
る
事
と
成
る
。
依
り
て
金
綿

布
中
の
刷
出
溢
は
J
ニ
ク
所
の
拍
車
並
ハ
陀
停
止
せ
ら
れ
し
と
也
。
故
に
夫

れ
よ
り
後
は
妓
内
用
も
松
任
品
川
E
M
A
上
げ
ら
れ
た
り
。
按
・ヂ
る
に
.

燈
品
川
は
維
新
前
は
楽
極
的
の
み
な
り
し
が
、
三
笠
紀
K
.
元
和
二
年

の
関
野
聞
道
右
手
の
野
阪
に
品
川
木
数
十
本
植
ゑ
さ
せ
ら
れ
、
=
一
つ
屋

の
在
所
に
土
磁
を
立
て
・
ホ
の
貨
を
取
入
れ
、
御
城
中
の
燈
泊
忙
伊

之
。
と
見
h
・
浅
野
川
卯
反
山
の
鷲
な
る
油
木
山
に
も
・む
か
し
城
内

用
の
油
木
主
総
置
き
た
り
と
の
似
設
も
あ
り
。
さ
れ
ば
元
和
党
棋

の
切
は
木
の
賞
品
川
を
ば
披
内
の
俊
治
に
も
用
ひ
ら
れ
し
と
問
ゆ
。
覚

永
十
四
年
三
月
十
八
日
堂
形
雑
穀
磁
納
定
住
民
、
λ
石
荏
油
、
二
十

五
石
茶
種
。
と
あ
り
o
此
の
時
代
頃
よ
り
楽
観
泊
を
ば
朋
ひ
ら
れ
し
に

や
。
冗
文
八
年
十一

月
他
鴎
出
産
物
足
舎
花
、

Hm並
品
川
郡
は
三
ク
図

共
品
目
て
他
図
へ
出
し
申
間
数
、
他
図
よ
り
来
る
分
は
何
程
に
て
も
入

津
可
a
申
付
↓
と
あ
り
て
.
此
の
後
々
ま
で
も
持
出
稼
中
は
、
菜
種
油
-k

よ
ぴ
架
種
は
他
閤
出
を
ば
停
止
せ
り
。

O
油
屋
臭
効
侮

A 

奥
助
は
、
今
の
回
目
町
油
商
多
悶
飯
兵
術
の
元
組
に
て
、品山
草
創
業
の

者
た
り
。
家
総
に
云
ム
。
閉
山
助
が
先
組
は
多
聞
五
郎
政
晴
と
て
、
機

州
多
聞
氏
の
後
背
な
り
。
越
前
の
側
主
朝
倉
家
陀
仕

今

後
加
質
問

能
美
郡
河
合
村
民
来
住
し
て
、
河
合
旅
左
衛
門
左
久
と
改
稿
し
‘
共

の
子
右
京
完
成
部
と
北
ハ
陀
郷
土
と
成
り
、
本
願
寺
の
聴
下
樹
老
の
一

人
た
り
。
長
官
ザ
元
年
の
頃
よ
り
加
賀
の
守
政
お
樫
家
と
総
楯
に
成

り
、
石
川
郡
官
接
庄
久
安
村
民
築
城
し
て
高
尾
城
主
攻
め
.
遂
に
{
帥

樫
介
政
親
を
殺
し、

威
主
加
・
越
に
振
ム
。
李
総
二
年
の
容
本
願
寺
の

家
老
下

m筑
前
弟
民
部
少
附
加
賀
に
下
消
し・

図
泌
を
執
る
と
い

へ
ど
も
、
頗
る
我
が
意
に
任
す
。
依
り
て
宣
久
等
の
宿
老
申
合
せ
‘

能
州
へ
退
去
し
、
品
山
市
都
民
邸
し
‘
下
問
の
円舶
を
討
た
ん
と
援
を
館

前
朝
倉
家
へ
乞
ム
。
之
陀
依
り
て
同
凹
年
八
月
朝
合
宗
滴
大
軍
主
宰

ゐ
・
加
賀
図
へ
抽
出
向
せ
ら
る
0

・品
山
も
宗
摘
を
迎
へ

、
敵
を
挟
み
討

ち
に
せ
ん
と
て
、
一
族
自
山
大
隅
等
を
除
将
と
な
し、

老
臣
遊
佐
美

作
・
榊
保
出
羽
混
井
備
中
及
び
河
合
主
久
洲
崎
隆
先
幼
'
炎
岡
光
桝

寺
等
主
始
め
と
し
て
、
加
質
問
河
北
郡
津
幡
ま
で
強
肉
せ
し
に
‘
下

間
方
謀
討
を
問
ら
し
、
味
方
討
死
の
首
級
共
を
拾
ひ
集
め
、
朝
合
方

大
将
分
の
姓
名
主
魯
添
へ

・
大
野
・八
回
の
悶
陀
aH
最
す
。
能
笠
の
畠
山

衆
之
を
見
聞
し
て
甚
だ
終
脆
し
、
途
に
一
臓
に
討
負
け
‘
河
合
立
久

を
初
め
魁
首
有
名
の
者
共
悉
く
毅
死
せ
り
。
宣
久
が
見
河
合
右
京
苑

虎
総
死
を
逝
れ
.
後
河
合
勝
左
術
門
と
改
籾
し
、
石
川
郡
坪
野
村
へ

退
隠
し
、
法
僻
し
て
才
覚
と
放
す
。
共
の
居
地
を
今
K
才
覚
屋
敷
と

呼
べ
り
。
共
の
子
源
兵
衛
松
任
へ
出
で
‘
町
人
と
成
り
.
坪
野
田
血
源

兵
衛
と
名
梁
り
.
始
め
て
都
品
問
を
製
逃
す
。
共
の
子
を
藤
左
衛
門
と

一耳ひ
‘
相
脚
左
衛
門
が
子
は
奥
助
也
。
立
永
の
民
金
調
印
へ
出
で
、
木
倉

町
民
居
住
し
・
種
油
を
商
資
せ
し
が
、
正
保
年
中
篇
谷
牛
右
衛
門
の

揚
地
を
脇
は
り
、
合
月
用
水
を
取
入
れ
、
初
め
て
水
平
E
建
て
、
組

泊
を
製
越
す
。

川正
金
湾
市
中
K
於
て
茶
時
四
泊
を
水
車
に
て
製
治
せ
し

起
郡
た
り
。
夫
れ
よ
り
代
々
臼
元
を
勤
め
.
披
内
緒
役
所
用
の
品
川
主

指
上
げ
た
り
と
い
へ
ど
も
・
資
賂
九
年
凶
月
の
火
災
に
水
市
中
悉
〈
抽
出

亡
せ
り
。
此
の
時
竪
町
へ
移
柑
押
し
、
水
車
は
他
人
の
有
と
成
り
、
子
ν

今
部
糾
す
。
多
聞
仮
兵
術
は
共
の
後
に
も
燈
泊
E
商問
H

と
な
し
.
按

内
等
の
周
向
を
承
り
し
が
、
今
忙
至
り
子
孫
連
綿
し
て
、
世
々
多
聞

源
兵
術
と
絡
し、

極
品
川
を
製
造
販
貸
せ
り
。
殊
民
世
L
R

仁
心
厚
く
.

貧
民
を
数
値
す
る
を
回
日
と
た
し
、
或
は
火
難
の
人
主
放
ム
ι
な
ど
世
人

と
回
開
り。

按
-干
る
に
、
所
制
融
制
警
の
飴
拘
置
た
る
か
、
商
撲
の
繁
昌

金
津
古
政
志
巻
十
三

他
の
及
ぶ
鹿
に
あ
ら
宇
。
叉
訟
も
ふ
陀
、
多
岡
氏
の
元
組
源
兵
衛
は

松
任
に
居
住
し
‘
共
の
孫
奥
助
初
め
て
金
棒
陀
出
で
.
水
車
を
以
て

穏
泊
を
刷
出
迭
す
。
赴
金
海
水
平
の
起
源
た
り
と
い

へ
ど
も
、
共
の
資

松
任
陀
水
車
あ
る
を
桜
し
た
る
も
の
也
。
松
任
の
水
車
は
、
三
宅
邦

の
楠
悶
文
相
棋
に
峨
止
た
る
三
宅
完
品
開
の
行
献
に
、
日
組
耐
幕
府
君
.

究
永
十
五
年
新
ト
ロ宅
地
「
子
明
抑
制
v
之
.
前
h
M
邑
未
v有
=
水
碓
↓
君
巧

忠
e

始
逃
a
水
平
↓
紋
a
機
訓
叩
↓
邑
人
抑
制
"
一
弘
利
↓
乃
推
郁
以
ν
市中筋

hu鋭
吋

と
あ
り
。
さ
れ
ば
三
宅
邦
が
PW
胞
な
る
も
の
、
党
永
十
五
年
に
松
任

の
居
宅
陀
水
平
を
初
め
て
創
立
し
・
水
碓
を
此
の
水
平
陀
設
け
た

り
。
放
に
屋
統
を
ば
世
人
町
中
屋
と
呼
べ
り
と
。
凡
ん
包
囲
陀
て
水
市
中
機

維
を
設
く
る
事
の
位
脱
な
ら
ん
か
。
然
れ
ば
油
屋
多
悶
源
兵
衛
の
甑

奥
助
が
‘
疋
山
昨
年
聞
に
金
都
市
中
陀
水
平
を
建
て、

機
碓
を
以
て
種

油
を
製
越
し
た
る
は
、
是
松
任
車
屋
の
水
草
花
技
擬
せ
し
も
の
な
る

べ
し
。
叉
多
悶
の
和
問
似
陀
.
元
組
奥
助
以
来
の
醤
記
類
島
よ
ぴ
家
組

河
合
藤
左
衛
門
入
道
才
党
指
料
の
具
足

万
叙
等
の
武
器
を
僻
来
せ

し
か
ど
、
そ
の
か
み
品
川
車
の
居
宅
陀
土
縦
左
か
り
し
ゅ
土
、
近
議
な

る
栗
田
僻
兵
衛
の
土
蹴
へ
預
け
置
き
け
る
陀
、

賓
暦
九
年
四
月
の
火

災
陀
右
土
出
陣
へ

火
入
り
、
相
出
紀
・
武
器
悉
く
焼
失
す
と
い
ひ
仰
へ
た

九




